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～梨&ぶどう～

常陸太田市で梨の栽培がはじまっ
たのは、明治１０年ごろと言われて
います。現在、市内梨園の多数は
清流に恵まれる市南部の平地に集
中。JA 常陸・常陸太田梨部会を
中心に、美味しい「太田なし」を
育てています。日本梨の代表品種
「幸水」と「豊水」で全体の栽培
面積の約７割強を占めますが、近
年話題の県オリジナル品種「恵水」
も増えてきています。

梨と聞けば、幸水を思い浮かべる人も多いの
ではないでしょうか？日本梨の約４０％を占め
ており、まさに代表的な品種です。酸味が少
なく、糖度が高いのが特長。シャリ感のある
ジューシーな美味しさで定番人気です♪

幸水と入れ替わるように登場するのが豊水。幸水よりも比
較的大玉の果肉はとっても柔らかで、あふれんばかりの
果汁がたっぷり詰まっています。濃厚な甘味とほどよい酸
味で、こちらもファンの多い品種です。

「新雪」と「筑水」という品種をかけあわせて育成した、
茨城県生まれの梨「恵水」。美味しさを追求し、酸味が少
なく糖度が高いので、その甘さに驚くはず。とても大玉
で食べ応えがあり、贈答にもオススメです！

をかけあわせて育成した

占め
が少
ある

市内 梨栽培面積ランキング

幸水 490a 45.4%
なし（全体） 1,078a 割合

豊水 320a 29.7%
二十世紀 80a 7.4%
恵水 58a 5.4%
あきづき 45a 4.2%
秀玉 44a 4.1%
その他 41a 3.8%

こうすい

ほうすい けいすい

濃厚な風味
ほとばしる

梨のトップラ
ンナー！

梨
Pear

今年も美味しい実りの季節がやってきました。
本市は県内屈指のぶどう・梨の名産地。水はけの良さや、
ミネラル分の豊富な土壌に恵まれていることもあり、
育成に適している土地なのです。産地だからこそ味わえる、
もぎたて新鮮な美味しさをぜひ味わってください！

おいしすぎー！

茨城
オリジナル品

種！



3

５０軒以上ものぶどう農家がひしめく
本市は県内一のぶどう産地！数多あ
る品種の中でも、市を代表するぶど
うはご存知「巨峰」です。昭和３６年、
本市で初めて実った時から今に至る
まで、巨峰にこだわり続け味を磨い
てきました。旬に味わう、新鮮なぶ
どうは今だけの格別な美味しさ。スー
パー等ではなかなか出会えない品種
にもお目にかかれるかも！？

濃紫の皮に包まれた、プリッ
とジューシーな果肉。市内
で生産されるぶどうの圧倒
的シェアを誇ります。近年、
種無し巨峰も登場していま
すが、農家さんが推すのは
種あり（有核）！「有核の
方が糖度が高く味が濃い」
「実が大きくなり、より日持
ちするので贈答にも◎」と
いう声が。美味しさのタネ
は有核ぶどうにアリ♪

ジューシーで上品な甘
さ。皮ごと食べられます！

ぶどう
Grape

ロザリオビアンコをベース
に交配。さっぱりした甘さ。

コクのある甘みと柔らかな
果肉で人気の品種です。

ロザリオビアンコロザリオビアンコロ ロザリオロッソロザリオロッソロロ 安芸クイーン安芸クイーン

市内 ぶどう栽培面積ランキング

巨峰 2,149a 74.1%
ぶどう（全体） 2,901a 割合

常陸青龍 322a 11.1%

欧州系 220a 7.6%

巨峰系 192a 6.6%

加工用 18a 0.6%
＊欧州系：シャインマスカット、ベニバラード、ハイベリー、
　　　　 ロザリオビアンコ、ロザリオロッソなど
＊巨峰系：ピオーネ、安芸クイーン、ゴルビーなど これぞ

ぶどうの王
様！

常陸太田市

オリジナルブ
ランド 巨峰巨峰巨峰

鮮やかな黄緑色が目を惹く
常陸青龍。平成 16 年に品
種登録されて以来、常陸太
田でしか出会えない味とし
て注目を集めています。酸
味や渋みが少なく、爽やか
でさっぱりした美味しさ。
贈答にも喜ばれます！

巨峰系のぶどうで、
芳醇な香りと強い甘
味が楽しめます。

ピオーネオーネ

常陸青龍常常陸陸青青龍龍龍
ひたちせいりゅう

きょほう

種なしで皮ごと食べられる手軽
さと、サクサクした食感で人気！

シャイン
マスカット
シャイン
マスカット

は有核ぶどうにアリ♪

うで、
い甘

種な
さと、

巨峰系
芳醇な
味が楽

＊オータフルは、市役所・道の駅ひたちおおた・
　観光施設等に置いてあります。

市内各果樹園の

場所や取り扱い品

種について、詳し

くは「オータフル」

で紹介しています！

太田なし＆ぶどうは
ここで買えます



根
賢一（
赤
土
町
）

◆
消
防
団
副
団
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
：
吉
澤一治（
東
染
町
）

【
一般
表
彰
】

❶
地
方
自
治
の
進
展 

 

◆
多
年
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
長
澤
宏（
木
崎
二
町
）／
井
坂
勝

安（
小
中
町
）

◆
多
年
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
：
吉
澤
千
秋（
木
崎
二
町
）／
大

和
田
幸
雄（
東
二
町
）

◆
多
年
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力
：
石
井
榮
（
松
平
町
）
／
藤

咲
博（
増
井
町
）／
黒
羽一三（
馬
場
町
）

❷
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
多
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
：
水
府
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ（
中
染
町
）／
高
安
信
光
＆
ザ
・

フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
（
水
戸
市
田
谷
町
）
／
平

澤
茂
子
（
下
大
門
町
）
／
常
陸
太
田
市
更

生
保
護
女
性
の
会
（
西
河
内
中
町
）
／
レ

ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
音
（
内
堀
町
）
／
大

森
す
み
子（
磯
部
町
）

❸
保
健
衛
生
の
向
上

◆
多
年
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
協
議
会
委
員
と
し
て
保
健

衛
生
の
向
上
に
尽
力
：
和
田
行
雄
（
瑞
龍

町
）／
久
保
田
仁（
水
戸
市
備
前
町
）

長
年
に
わ
た
り
、公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ

た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
・
褒
章
の
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
で
は
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◆
瑞
宝
双
光
章：半
井
清
夫
氏
（
玉
造
町
）

市
観
光
物
産
協
会
定
時
総
会
で
、
本
市
の

観
光
振
興
事
業
等
の
発
展
に
功
績
が
あ
っ

た
方
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
良
観
光
物
産
表
彰
】

◆
河
合
地
区
の
伝
統
産
業
「
河
合
の
箒
」

を
箒
の
種
子
か
ら
製
法
ま
で
今
に
継
承
し

観
光
振
興
の
発
展
に
貢
献
／
横
山
宮
子
氏

（
下
河
合
町
）

◆
旧
町
屋
変
電
所
周
辺
の
環
境
整
備
や

「
行
灯
の
赤
レ
ン
ガ
と
銀
杏
ま
つ
り
」
を

開
催
し
観
光
振
興
の
発
展
に
貢
献
／
河
内

の
文
化
遺
産
を
守
る
会

市
制
施
行
記
念
日
の
７
月
15
日
、パ
ル
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。永
年
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
59
名
・
４
団
体
の
方
々
の
功
績
を

た
た
え
、
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。＊
敬
称
略
・
順
不
同

【
自
治
功
労
表
彰
】

◆
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
：
福
地
正
文

（
小
目
町
）

◆
公
平
委
員
、
顧
問
弁
護
士
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄

与
：
片
桐
章
典（
木
崎一町
）

【
自
治
表
彰
】

◆
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
：
大
金
隆
子（
大
菅
町
）

◆
監
査
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
：
後
藤
守（
白
羽
町
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
：
須
田
正
行
（
里
野
宮

町
）／
阪
本
勝
實（
竹
合
町
）／
齋
藤
貫
司

（
高
貫
町
）
／
萩
谷
和
枝
（
藤
田
町
）
／
堀

口
英一（
島
町
）
／
大
和
田
清
見
（
下
大
門

町
）
／
髙
橋
靖
浩
（
真
弓
町
）
／
山
田一則

（
谷
河
原
町
）／
塙
壽一（
中
野
町
）／
海
老

おめでとうございます

叙
勲

（
一
社
）市
観
光
物
産
協
会
表
彰

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

4

❹
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上 

◆
多
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
：
木
村
正
男

（
小
妻
町
）／
大
髙
美
香（
常
陸
大
宮
市
野

上
）／
井
上　

行（
大
中
町
）

❺
治
安
の
維
持
、災
害
防
止

◆
多
年
消
防
団
活
動
を
と
お
し
て
地
域
防

災
に
尽
力
：
江
幡
次
男（
茅
根
町
）／
土
田

秀
雄（
稲
木
町
）

【
感
謝
状
】

❶
地
方
自
治
の
進
展

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽

力
：
川
﨑
興
靖
（
磯
部
町
）
／
井
野
宮
勤

（
大
中
町
）
／
中
野
強
（
小
菅
町
）
／
鈴
木

敏一（
大
菅
町
）／
圷
誠（
大
里
町
）／
佐
藤

達
也
（
新
宿
町
）
／
綿
引
義
明
（
松
栄
町
）

／
立
原　

次（
岩
手
町
）／
斎
藤
隆
夫（
大

方
町
）／
大
森
茂
樹（
徳
田
町
）／
弓
野
征

司（
折
橋
町
）／
塙
勉（
中
野
町
）／
宇
野

均（
粟
原
町
）／
宇
野
保
雄（
島
町
）／
茅

根
祐一（
芦
間
町
）／
堆
勝一（
竹
合
町
）／
平

根
修
（
松
平
町
）
／
和
田
範
政
（
和
久
町
）

／
佐
藤
茂
雄（
大
中
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
：
藤
田
勲（
小
菅
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
宇
野
英
夫（
上
河
合
町
）／
西
野

信一（
亀
作
町
）／
黒
羽
徹（
下
大
門
町
）／

あ
か
り
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おめでとうございます
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岡
本
良
章
（
上
河
合
町
）

／
金
澤
勇
次
（
上
大
門

町
）
／
大
内
友
雄
（
馬
場

町
）
／
大
髙
照
美
（
大
方

町
）

❷
教
育
、
文
化
、
道
義
の

向
上

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
尽
力
：
後
藤
一
人

（
西
河
内
上
町
）

７
月
か
ら
市
内
４
地
区
で
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
市

長
が
予
算
を
も
と
に
市
政
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
た
あ
と
、
意
見
等
を
聞
く
か

た
ち
で
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
が

集
ま
り
、
地
域
の
道
路
や
環
境
な
ど
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

◆
㈱
茨
城
放
送
：
災
害
時
（
原
子
力
災

害
も
含
む
）
の
情
報
を
ラ
ジ
オ
か
ら
も

み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
茨

城
放
送
と
災
害
時
に
お
け
る
放
送
要
請

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

◆
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
：
協
定
に
よ
り
、

災
害
時
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ

「
Y
a
h
o
o
!
防
災
速
報
」
を
通
し
て

市
が
発
信
し
た
情
報
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
情
報
収
集
の
手
段
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

災
害
協
定
を
締
結

市
政
懇
談
会

Android版

iOS版
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６
月
27
日
、
水
戸
市
の
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
で
、
水
戸
市
近
郊
の
飲
食

店
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
20
店
舗
を
対
象
に
試

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
業
概
要
や

チ
ー
ズ
の
特
徴
な
ど
の
説
明
後
、
試
食
を

交
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、試
作
品
と
し
て
、３
種
類（
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
チ
ー
ズ
・
カ
チ
ョ
カ
バ
ロ
・
フ
ロ
マ
ー

ジ
ュ
ブ
ラ
ン
）
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
を
製

造
し
て
お
り
、
今
後
は
市
内
の
飲
食
店
等

に
試
作
品
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

市
チ
ー
ズ
製
造
・

商
品
化
プ
ロ
ジェ
ク
ト
協
議
会
で

試
食
会
を
開
催

幼
少
年
期
か
ら
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
の

関
心
を
持
た
せ
、
災
害
時
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
学
習
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、

市
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
に
加
盟
す

る
小
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
を
対
象
に
幼
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
結
団
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
消
防
団
員
の
寸
劇
を
と
お
し
、

「
災
害
時
に
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

方
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
団
式

６
月
18
日
〜
７
月
9
日
、
花
火
等
で
遊

ぶ
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
幼
年
期

か
ら
火
気
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
市
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で

花
火
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、「
大
人
の
人
と一緒
に
遊
ぶ
」「
水

バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
」「
必
ず
消
す
」
と

い
う
３
つ
の
約
束
を
大
き
な
声
で
復
唱

し
、
花
火
の
正
し
い
遊
び
方
を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

花
火
教
室
を
開
催

７
月
18
日
、
水
府
中
で
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
を
招
き
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
事
例
を
も

と
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
け
ば
よ
り

良
い
関
係
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
か
な
ど
を
考
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
成

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
連
絡

を
取
り
合
う
と
き
に
は
、
送
信
す
る
前

に
再
確
認
し
て
か
ら
送
る
と
い
う
こ
と
が

と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
作
り
で
は
、
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
案

を
出
し
合
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

水
府
中
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
研
修
会
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７
月
17
日
、
誉
田
小
学
校
で
文
化
芸
術

出
前
講
座
が
行
わ
れ
、
５
・
６
年
生
が

表
千
家
茶
道
の
講
師
の
先
生
か
ら
お
茶

の
作
法
や
茶
道
の
歴
史
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
将
来
の
文
化

芸
術
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的
に
い
ば
ら

き
文
化
振
興
財
団
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
児
童
た
ち
は
実
際
に
お
茶
を
飲
ん

だ
り
お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
て
茶
道
を
体

験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
は
、「
お

茶
の
作
法
に
は
周
り
の
人
を
気
遣
う
意

味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

誉
田
小
で
茶
道
教
室

５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
新
酒
鑑

評
会
に
お
い
て
、
岡
部
合
名
会
社
の
松

盛
大
吟
醸
が
、
３
年
連
続
で
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
鑑
評
会
は
全
国
規

模
で
開
催
さ
れ
る
唯
一
の
清
酒
鑑
評
会

で
、
出
品
酒
の
う
ち
特
に
成
績
が
優
秀

と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
金
賞
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

全
国
新
酒
鑑
評
会
で

３
年
連
続
金
賞

５
月
25
日
、
久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
多
種

多
様
な
災
害
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
中
で
、
水
害
か
ら
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
久
慈

川
に
隣
接
す
る
４
市
１
村
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
出
水
期
を
前
に
市
水
防
団
は
、

水
防
工
法
の
基
本
で
他
の
工
法
に
使
用

す
る
「
土
の
う
ご
し
ら
え
」、
竹
の
先
端

を
尖
ら
せ
、
土
に
突
き
刺
し
や
す
い
形

状
に
加
工
し
五
徳
縫
い
等
に
使
用
す
る

「
竹
と
げ
」、
川
側
の
堤
防
崩
壊
お
よ
び

透
水
を
防
ぐ
「
む
し
ろ
張
り
」
の
３
種

目
を
実
施
し
、
水
防
技
術
の
向
上
と
水

防
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練



表敬訪問

常陸太田市
中国余姚市
友好都市締結
20周年
記念事業

７
月
22
日
〜
24
日
、青
少
年
の
交
流
を
と
お
し
て
、友
好
の
絆
を
深
め
る
た
め
、余
姚
市
の
中
学
生
29
人
が
来
市
し
ま
し
た
。市
内
の
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、

本
市
中
学
生
と
の
交
流
、市
内
見
学
、余
姚
市
の
木「
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
」の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

余
姚
市
の
中
学
生
訪
問
団
が
来
市
し
ま
し
た

西山研修所で
本市中学生との
交流会

余姚市の木
「タイサンボク」の植樹

ホストファミリー
との対面式

お出迎えの様子

お互い言葉が通じない中、私たちと交流し、楽しい時間を過ごしていただくことができたでしょうか。不慣れでしたが、一生懸命楽しい思い出を作ってもらえるように頑張りました。
私の家では、ショッピングモールで買い物を楽しんだりもらったり、夜、庭で花火をしました。花火は想像以上に喜んでくれて、とても嬉しかったです。一緒に写真を撮りました。
同じように、各ホームステイ先で楽しいことがたくさんあったと思います。今度、私たちが皆さんの町へお伺いしたときに、お会いするのを楽しみにしています。

本市参加中学生　金砂郷中学校　椎名凛花さんのコメント

中学生の集合写真

市内観光（竜神峡）

ホストファミリーとの
集合写真

お見送りの様子

日本の生活を
体験しました
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近年ベスト８までは進出する
も、その先へ行けなかった

日立二高。今年は見事茨城
代表の座を奪取！

今
年
度
の
高
校
総
体
茨
城
県
予
選
会
で

見
事
、
優
勝
を
飾
っ
た
日
立
二
高
。
実
は

日
立
二
高
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
支

え
る
の
は
本
市
の
佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
出
身
の
4
人
。
２
年
生

エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
石
﨑

愛
香
さ
ん
と
フ
ラ
イ
ン
グ
レ
シ
ー
ブ
で
し

つ
こ
く
ボ
ー
ル
を
拾
う
２
年
生
リ
ベ
ロ
の

木
村
愛
実
さ
ん
。
そ
し
て
連
係
プ
レ
ー

で
チ
ー
ム
を
下
支
え
す
る
３
年
生
の
齊
藤

萌
巴
さ
ん
、
更
に
1
年
生
な
が
ら
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
出
場
す
る
リ
ベ
ロ
の
須
田
愛
香
さ

ん
！
名
だ
た
る
私
立
高
校
を
撃
破
し
て
、

31
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
導
き

ま
し
た
。
大
畠
康
弘
監
督
の
「
初
め
て

の
出
場
な
の
で
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
勝
ち

た
い
」
と
の
目
標
通
り
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー

グ
を
突
破
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

佐竹バレースポーツ少年団OG4人で優勝杯とともに記念撮影。

学年／３年
出身校／峰山中学校
ポジション／レフト

学年／２年
出身校／金砂郷中学校
ポジション／レフト

相手は場慣れしたチーム
ばかりだと思うが、

雰囲気にのまれないよう
頑張りたいです！！

初めての全国大会ですが、
茨城県代表として一戦でも
多く勝ちたいです！

全国大会という舞台は
貴重だと思うので、
勉強の意味も込めて
頑張りたいです！！

学年／2年
出身校／瑞竜中学校
ポジション／リベロ

木村 愛実

年年年年年年／／３／３年年学年学学年学年学年学年

齋藤 萌巴

学年学年学学年学年学年／／２／２年年年学年学学 ２／２年年

石﨑 愛香

学年／１年
出身校／瑞竜中学校
ポジション／リベロ

県大会で優勝出来たのは、
色んな方々の力があったから。
感謝の気持ちを忘れず
頑張りたいです！

学年学年学学年学年学年／／１／１年年

須田 愛香

オオタスポーツ 拡大版

本
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
出
身
の
4
人
が
所
属
す
る
日
立
第
二
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、

31
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
全
国
高
校
総
体
）に
出
場
！

全
国
を
舞
台
に
プ
レ
ー
し
た
市
内
の
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

Volleyba
ll

Player校総体校校校総体総総体
応援スペシャルルル
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